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ペシャワール会は、1983年9月、中村哲医師のパキスタンでの医療活動を支援する目的で結成され
ました。彼の活動を支援するとともに、アジアの人々への理解を深めていきたいと願っています。

今秋から広域かつ大規模な事業展開　	 中村　哲
果樹園を造りサトウキビも栽培	 セカンダール
ＰＭＳの事業は大地に残る	 モハマド・ファヒーム
アフガニスタンで初仕事――自分たちの仕事が誰のために、何のために	 東　達也
◉カラー特集　多角的な事業展開
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皆
さ
ん
、
お
疲
れ
さ
ま
で
す
。

　
今
年
は
異
例
に
長
い
夏
の
帰
国
で
、
暑
い
暑
い

と
言
っ
て
い
る
う
ち
に
、
秋
に
な
り
ま
し
た
。
や

っ
と
現
場
に
戻
れ
ま
す
が
、
日
本
列
島
の
気
候

も
、
ず
い
ぶ
ん
以
前
と
変
わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と

を
思
い
知
り
ま
し
た
。
熊
本
地
震
に
次
い
で
、
集

中
豪
雨
、
一
転
し
て
極
端
な
少
雨
、
大
型
台
風
、

河
川
の
氾
濫
と
、
ま
る
で
現
地
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

の
大
自
然
を
見
る
よ
う
な
思
い
で
し
た
。

　
温
暖
化
を
め
ぐ
り
、
少
し
ず
つ
私
た
ち
の
訴
え

が
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
い

ま
し
た
。

　
ミ
ラ
ー
ン
堰
と
対
岸
の
工
事
　

　
さ
て
、
今
秋
か
ら
今
冬
に
か
け
て
の
工
事
は
、

例
年
以
上
に
広
域
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。
今

秋
は
、
ミ
ラ
ー
ン
堰
の
仕
上
げ
に
区
切
り
を
つ
け
、

そ
の
対
岸
、
コ
ー
テ
ィ
、
タ
ラ
ー
ン
、
ベ
ラ
、
カ

チ
ャ
レ
イ
の
村
々
で
、
八
・
六
㎞
に
わ
た
る
大
規

模
な
護
岸
工
事
が
始
ま
り
、
最
上
流
で
は
取
水
堰

の
建
設
が
行
わ
れ
ま
す
（
５
ペ
ー
ジ
図
参
照
）。

　
こ
の
工
事
は
各
方
面
と
も
協
力
し
て
、
四
年
が

か
り
で
行
わ
れ
ま
す
。「
緑
の
大
地
計
画
」
の
仕

上
げ
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
後
の
広
域
展
開
に

向
け
、
人
員
養
成
を
行
う
こ
と
に
、
大
き
な
意
義

が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
近
づ
け
な
か
っ
た
対
岸
（
ク

ナ
ー
ル
河
左
岸
）
の
ベ
ル
ト
地
帯
全
域
が
作
業
地

に
入
り
、
カ
シ
コ
ー
ト
か
ら
カ
マ
地
域
ま
で
、
ク

ナ
ー
ル
河
沿
い
約
三
〇
㎞
、
両
岸
か
ら
自
在
に
ア

プ
ロ
ー
チ
で
き
ま
す
。
両
岸
か
ら
の
作
業
は
日
本

で
は
当
然
で
す
が
、
今
ま
で
両
岸
の
仲
が
悪
く
、

片
側
だ
け
か
ら
無
理
な
工
事
を
進
め
る
こ
と
が
多

か
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
で
河
川
工
事
や
取
水
堰
建

設
が
非
常
に
円
滑
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
将
来
の
維
持
改
修
を
考
え
る
と
、
こ
の
こ
と

は
更
に
重
要
で
す
。
実
は
建
設
だ
け
で
な
く
、
む

し
ろ
維
持
改
修
の
方
が
根
気
も
努
力
も
要
る
か
ら

で
す
。
次
に
述
べ
る
研
修
所
で
、
こ
の
点
を
実
地

に
学
ぶ
こ
と
を
主
眼
の
一
つ
と
し
て
い
ま
す
。

　
研
修
所
の
準
備

　
研
修
所
の
設
立
も
、
大
き
な
課
題
で
す
。
今
秋

に
は
Ｆ
Ａ
Ｏ
（
国
連
食
料
農
業
機
関
）
や
ナ
ン
ガ

ラ
ハ
ル
州
の
地
域
行
政
と
も
協
力
し
、
将
来
に
向

け
て
建
築
が
始
ま
り
ま
す
。
し
か
し
、
大
切
な
の クナール河左岸（ミラーン堰上流対岸）の洪水流入路の護岸堤2.4km。今

秋この上流にマルワリード第二堰の建設が開始される

今
秋
か
ら
広
域
か
つ
大
規
模
な
事
業
展
開

「
緑
の
大
地
計
画
」の
仕
上
げ
―
―
ミ
ラ
ー
ン
堰
対
岸
工
事
と
研
修
所
の
設
立

Ｐ
Ｍ
Ｓ
（
平
和
医
療
団
・
日
本
）
総
院
長
／
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
現
地
代
表
　
中
村  

哲
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は
中
身
で
す
。

　
当
方
で
は
、
先
ず
Ｐ
Ｍ
Ｓ
職
員
を
「
現
場
の
先

生
」
と
し
て
更
に
訓
練
し
、
次
第
に
他
地
域
の
人
々

を
受
け
入
れ
て
い
く
方
針
を
採
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
、
地
域
参
加
が
徹
底
し
な
い
と
無
責
任
に

流
れ
や
す
く
、
根
づ
か
な
い
と
い
う
、
過
去
の
苦

い
体
験
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
徹
底
し
た
現
場
で
の
訓

練
で
す
。
技
術
者
は
往
々
に
し
て
、
頭
の
中
で
卒

業
し
て
し
ま
い
、
設
計
図
と
測
量
だ
け
で
全
て
で

き
る
と
錯
覚
し
が
ち
で
す
。
取
水
設
備
の
構
造
は

一
時
間
で
学
べ
ま
す
が
、
実
際
に
作
る
の
は
五
年

か
か
り
ま
す
。
現
場
で
働
け
る
者
を
増
や
す
こ
と

が
カ
ギ
に
な
り
ま
す
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
は
研
修
所
を
「
実

働
部
隊
の
養
成
所
」
と
位
置
づ
け
、
時
間
を
か
け

て
築
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
既
設
の
取
水
堰
の
改
修

　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
は
こ
れ
ま
で
、
ク
ナ
ー
ル
河
沿
い
に
八

カ
所
、
カ
ブ
ー
ル
河
本
川
に
一
カ
所
、
取
水
堰
を

建
設
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
年
々
改
良
さ
れ
、
最

近
の
カ
シ
コ
ー
ト
連
続
堰
、
ミ
ラ
ー
ン
堰
が
最
善

の
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
が
河
道
変
化
、
砂

利
堆
積
、
砂
州
移
動
で
す
。
ク
ナ
ー
ル
河
の
よ
う

な
急
流
河
川
で
は
運
命
的
な
も
の
で
す
が
、
取
水

堰
前
後
の
河
道
が
安
定
し
な
い
と
、
安
定
し
た
取

水
が
で
き
ま
せ
ん
。
二
〇
一
六
年
度
を
皮
切
り

に
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
改
修
を
施
し
、
耐
久
性
の
あ

る
も
の
に
し
て
い
く
予
定
で
す
。

2003年マルワリード用水路建設開始から長年共に働いている職員及び作
業員たち。ミラーン土砂吐き建設現場（2015年10月末）

今夏の洪水で移動して来た砂州。ベスード第一堰上流。秋から堰と共に
改修工事を開始する

マルワリード堰。対岸カシコート堰と連続し505ｍ。両堰とも取水量は安
定している（2016年8月24日）
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ひと夏の洪水を経たミラーン堰。堰や河道、砂州の観察後、秋より改修工事が開始される（2016年8月30日）

ミラーン堰上流対岸の旧取水路と消滅した農地。小規模ではあっても、このように、洪水流入後荒廃する農地が絶えなか
った。しめきり堤2.4㎞地点（2016年7月)



5
2016

年
10
月
5
日

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
報
　
No.129

マルワリード用水路Ⅱ計画地域全体図（2016年10月より着工予定）

計画地域全体図 (2016.3.28更新）

計画地域

取水口と堰

護岸堤防

調節池

主要排水路

578 m 標高
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二
〇
一
六
年
・
秋
の
陣

　
こ
う
し
て
今
秋
と
今
冬
は
、
ミ
ラ
ー
ン
堰
を
仕

上
げ
て
区
切
り
を
つ
け
、
対
岸
に
主
力
を
集
中
、

そ
の
最
上
流
で
取
水
堰
（
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
Ⅱ
）
の

造
成
を
開
始
し
ま
す
。

　
同
時
並
行
で
ベ
ス
ー
ド
第
Ⅰ
堰
と
カ
マ
第
Ⅱ
堰

の
改
修
を
行
い
、
ガ
ン
ベ
リ
排
水
路
網
の
整
備
、

Ｐ
Ｍ
Ｓ
農
場
の
開
墾
は
ペ
ー
ス
を
落
と
さ
ず
に
進

め
ら
れ
ま
す
。
お
そ
ら
く
今
冬
が
、
今
ま
で
に
な

く
広
域
、
か
つ
大
規
模
な
も
の
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
＊

　
ア
フ
ガ
ン
報
復
空
爆
か
ら
一
五
年
、「
緑
の
大

地
計
画
」
が
始
ま
っ
て
一
三
年
が
経
ち
ま
し
た
。

こ
の
間
、
対
テ
ロ
戦
争
、
内
戦
の
泥
沼
化
、
ア
ラ

ブ
の
春
、
民
主
化
運
動
と
そ
の
挫
折
、
欧
米
主
要

都
市
で
の
爆
破
事
件
、
危
険
情
報
の
氾
濫
、
過
激

組
織
の
世
界
拡
大
、
…
…
も
う
、
ま
っ
ぴ
ら
で
す
。

「
テ
ロ
と
の
戦
い
」
を
声
高
に
叫
ぶ
ほ
ど
に
、
犠

牲
者
が
増
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
犠
牲
は
、

拳
を
あ
げ
て
戦
を
語
る
者
た
ち
で
は
な
く
、
も
の

言
わ
ぬ
無
名
の
人
々
に
の
し
か
か
り
ま
し
た
。
干

ば
つ
に
斃た
お

れ
、
空
爆
に
さ
ら
さ
れ
、
戦
場
に
傭
兵

と
し
て
命
を
落
と
す
―
―
ア
フ
ガ
ン
農
民
た
ち
の

膨
大
な
犠
牲
は
、
今
後
も
語
ら
れ
る
こ
と
は
な
い

で
し
ょ
う
。

　
私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
人
々
に
こ
そ
恩
恵
が

与
え
ら
れ
る
べ
き
だ
と
の
方
針
を
崩
さ
ず
、
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
良
心
的
な
人
々
の
支

持
を
得
て
、
事
業
は
着
実
に
進
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
は
、
誰
と
も
敵
対
せ
ず
、
仕
事
を
進

め
て
参
り
ま
す
。

　
際
限
の
な
い
話
で
す
が
、
決
し
て
賽
の
河
原
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
長
年
の
努
力
に
よ
っ
て
、
次
の

飛
躍
に
向
け
て
、
確
実
に
見
通
し
を
得
よ
う
と
し

て
い
る
か
ら
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
ご
厚
意
に
感
謝

し
、
事
業
が
氷
河
の
水
の
尽
き
る
ま
で
継
続
さ
れ

る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

　
　
　
　
平
成
二
八
年
九
月
一
五
日
　
記

中な
か

村む
ら

　哲て
つ

…
九
州
大

学
医
学
部
卒
。
専
門

＝
神
経
内
科
（
現
地

で
は
内
科
・
外
科
も

こ
な
す
）。
国
内
の

病
院
勤
務
を
経
て
、

一
九
八
四
年
パ
キ
ス
タ
ン
・
カ
イ
バ
ル
・
パ
ク

ト
ゥ
ン
ク
ワ
州
（
旧
北
西
辺
境
州
）
の
州
都

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
赴
任
。
ハ
ン
セ
ン
病
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
計
画
を
柱
に
し
た
、
貧
困
層
の
診
療

に
携
る
。
八
六
年
か
ら
は
ア
フ
ガ
ン
難
民
の

た
め
の
事
業
を
設
立
し
、
ア
フ
ガ
ン
北
東
山

岳
部
に
三
つ
の
診
療
所
を
開
設
。
九
八
年
に

は
基
地
病
院
Ｐ
Ｍ
Ｓ
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
建

設
。
ま
た
病
院
・
診
療
所
で
患
者
を
待
つ
だ

け
で
な
く
、
パ
キ
ス
タ
ン
北
部
山
岳
地
帯
の

診
療
所
を
拠
点
に
巡
回
診
療
も
開
始
し
た
。

二
〇
〇
〇
年
以
降
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を

襲
っ
た
大
干か
ん

ば
つ
対
策
の
た
め
の
水
源
確
保

（
井
戸
掘
り
・
カ
レ
ー
ズ
の
復
旧
。
作
業
地
千

六
百
ヵ
所
以
上
）
事
業
を
実
践
。
さ
ら
に
〇

二
年
春
か
ら
ア
フ
ガ
ン
東
部
山
村
で
の
長
期

的
復
興
計
画
「
緑
の
大
地
計
画
」
を
開
始
、

〇
三
年
三
月
か
ら
は
灌
漑
水
利
計
画
に
着
手

し
、
一
〇
年
三
月
全
長
約
二
五
キ
ロ
が
開
通

し
た
。
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
の
年
間
診
療

数
四
万
二
七
一
二
人
（
二
〇
一
五
年
度
）。

グリーンチリを収穫中の家族（ミラーン村、2016年8月）　　
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【カラー特集】多角的な事業展開

ミラーン排水路末端に交通路として掛けた橋が完成。奥には、護岸堤の補強と、今夏の洪水による堰の改修や研修所建設
に使用する巨礫の蓄積が見える。河の水位が低下する秋から取りかかる。

ダラエヌール診療所を訪れたジア医師（左）にアドバイスを受けるアーベット看護師（2016年7月）
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ガンベリ農場のワークショップで主幹排水路用U字溝の鉄筋組みをする作業員たち

主幹排水路にU字溝を降ろす中村医師。1770ｍの主幹排水路工事は、ワークショップ（写真上）や石材採り等の段取りで、
滞りなく進行中である（2016年7月）
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主幹排水路建設中の職員及び作業員たち（2016年8月24日）

整地が始まった研修所建設地。９月中に鍬入れ式が行われる。左奥にミラーン堰の水門番小屋が見える（2016年9月）
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左：ＰＭＳガンベリ農場でのナツメヤシ農園
着工式（2016年4月）。在アフガニスタン日本
大使館からの対アフガニスタン国「草の根無
償資金協力」による

ミラーン用水路近辺の路上で余剰の野菜を売る農民たち。オクラ、玉ねぎ、ジャガイモが並ぶ

右：ナツメヤシ農園の開墾作業（2016年5月）。
現在、給・排水路造成や農場から国道までの
道路敷設、架橋工事が進められている
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発
破
チ
ー
ム
に
所
属

　
私
は
、
ナ
ン
ガ
ラ
ハ
ル
州
ソ
ル
フ
ロ
ッ
ド
郡
バ

ラ
バ
ー
グ
村
出
身
の
カ
ラ
ン
ダ
ー
ル	

シ
ャ
ー
の

息
子
で
セ
カ
ン
ダ
ー
ル
と
申
し
ま
す
。	

			

二
〇
〇
三
年
四
月
七
日
、
同
州
の
ア
チ
ン
郡
で

日
本
の
組
織
で
あ
る
Ｐ
Ｍ
Ｓ
が
行
っ
て
い
た
井
戸

掘
削
で
働
き
始
め
ま
し
た
。
井
戸
を
掘
っ
て
い
る

最
中
、
掘
り
進
め
な
い
よ
う
な
巨
石
が
現
れ
た
時

は
爆
破
し
て
砕
い
て
い
ま
し
た
。
私
は
そ
の
発
破

作
業
チ
ー
ム
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
で

は
、
干
ば
つ
で
畑
も
涸
れ
て
行
き
、
清
潔
な
飲
み

水
の
不
足
な
ど
、
住
民
の
大
半
が
深
刻
な
問
題
の

影
響
を
受
け
て
お
り
、
誰
も
清
潔
な
水
を
手
に
入

れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
状
態
で
し
た
。

			

我
々
は
、
ド
ク
タ
ー
中
村
の
指
導
の
も
と
、
井

戸
を
掘
り
飲
料
水
を
住
民
に
提
供
し
ま
し
た
。

　
ま
た
ナ
ン
ガ
ラ
ハ
ル
州
の
カ
ク
ラ
ッ
ク
、
ソ
ル

フ
ロ
ッ
ド
、
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
各
地
に
も
飲
料
用
井

戸
を
提
供
し
て
住
民
の
悩
み
を
解
決
し
ま
し
た
。

		

そ
の
後
、
私
は
ド
ク
タ
ー
中
村
の
推
薦
に
よ
り

水
路
事
業
の
運
転
手
に
任
命
さ
れ
、
一
生
懸
命
に

働
き
ま
し
た
。
我
々
の
チ
ー
ム
は
用
水
路
の
途
上

で
岩
山
を
通
過
す
る
時
、
必
要
に
応
じ
て
即
席
爆

破
装
置
（
Ｉ
Ｅ
Ｄ
）
を
用
い
て
破
砕
し
て
用
水
路

を
通
し
ま
し
た
（
注
：
発
破
作
業
は
ダ
イ
ナ
マ
イ

ト
使
用
の
許
可
取
得
が
煩
雑
な
た
め
二
〇
〇
六
年

停
止
、
そ
の
後
は
岩
山
の
砕
岩
に
は
ジ
ャ
ッ
ク
ハ

ン
マ
ー
を
使
用
）。

　
農
業
事
業
も
成
果
あ
げ
る

　
現
在
、
私
は
Ｐ
Ｍ
Ｓ
農
業
事
業
に
加
わ
っ
て
作

業
を
し
て
い
ま
す
。
ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
の
農
園
の
土

地
を
平
ら
に
し
て
果
樹
園
を
造
り
、
柑
橘
類
・
ザ

ク
ロ
・
桃
・
杏あ
ん
ずな
ど
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
続
い

て
我
々
は
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
栽
培
を
開
始
、
収
穫
し

た
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
加
工
す
る
な
ど
、
母
国
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
の
安
定
と
繁
栄
の
た
め
に
奉
仕
し
て
い

ま
す
。
そ
の
結
果
、
我
々
は
素
晴
ら
し
い
事
業
と

活
動
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

		

私
は
、
こ
の
事
業
を
通
じ
て
私
を
支
え
て
下
さ

っ
た
日
本
人
お
よ
び
ア
フ
ガ
ン
人
の
Ｐ
Ｍ
Ｓ
職
員

の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
私
は

こ
れ
か
ら
も
人
々
か
ら
敬
愛
さ
れ
て
い
る
Ｐ
Ｍ
Ｓ

で
働
き
、
奉
仕
し
続
け
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
最
大
の
敬
意
を
込
め
て	
果
樹
園
を
造
り

　
　サ
ト
ウ
キ
ビ
も
栽
培

　
　

　
　
　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
職
員
／
ト
ラ
ク
タ
ー
運
転
手

　
　

セ
カ
ン
ダ
ー
ル

◎
現
地
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
便
り

ガンベリ沙漠開墾中	のセカンダール運転手と農業班（2009年8月）
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国
境
の
町
ト
ル
ハ
ム
の
水
問
題
を
解
決 

　私
は
二
〇
〇
〇
年
九
月
よ
り
現
場
技
師
と
し
て

Ｐ
Ｍ
Ｓ
で
働
い
て
き
ま
し
た
。
二
〇
〇
〇
年
の
大

干
ば
つ
で
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
こ
と
に
東
部
ナ
ン

ガ
ラ
ハ
ル
州
で
清
潔
な
水
が
不
足
し
た
時
期
、
ド

ク
タ
ー
中
村
率
い
る
Ｐ
Ｍ
Ｓ
は
飲
料
用
井
戸
の
掘

削
を
開
始
し
ま
し
た
。
私
は
技
師
と
し
て
井
戸
に

手
動
ポ
ン
プ
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
エ
プ
ロ
ン
設
置

を
担
当
し
ま
し
た
。
最
終
的
に
Ｐ
Ｍ
Ｓ
は
ナ
ン
ガ

ラ
ハ
ル
州
各
地
で
一
六
〇
〇
本
の
井
戸
を
掘
り
ま

し
た
が
、
私
は
そ
の
全
部
に
ポ
ン
プ
と
エ
プ
ロ
ン

の
設
置
を
し
ま
し
た
。

　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
は
さ
ら
に
パ
キ
ス
タ
ン
と
の
国
境
地
ト

ル
ハ
ム
バ
ザ
ー
ル
な
ど
他
地
域
で
も
井
戸
掘
削
を

開
始
し
ま
し
た
。
水
不
足
に
陥
っ
た
時
、
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
側
の
ト
ル
ハ
ム
で
は
パ
キ
ス
タ
ン
か
ら

水
を
得
る
な
ど
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
水
を
ア

フ
ガ
ン
に
分
け
る
か
ど
う
か
は
完
全
に
パ
キ
ス
タ

ン
次
第
で
、
ア
フ
ガ
ン
国
内
で
は
住
民
が
多
く
の

問
題
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。

　
難
民
と
な
り
、
国
境
を
越
え
て
パ
キ
ス
タ
ン
側

に
行
こ
う
と
す
る
人
々
も
様
々
な
問
題
に
直
面
し

ま
し
た
。

　
そ
こ
で
ド
ク
タ
ー
中
村
は
、
ア
フ
ガ
ン
側
の
ト

ル
ハ
ム
で
も
飲
料
用
井
戸
を
掘
ろ
う
と
考
え
ま
し

た
。
私
は
先
生
の
指
示
で
そ
こ
で
の
井
戸
掘
り
を

監
督
し
ま
し
た
。
大
型
の
貯
水
タ
ン
ク
に
水
を
溜

め
る
よ
う
に
し
、
ト
ル
ハ
ム
バ
ザ
ー
ル
全
域
に
水

を
分
配
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
ア
フ
ガ
ン
側
ト

ル
ハ
ム
の
住
民
は
隣
国
の
水
を
頼
ら
な
く
て
も
よ

く
な
り
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
、
四
本
の
井
戸
と

四
台
の
貯
水
タ
ン
ク
を
作
っ
て
ト
ル
ハ
ム
の
水
問

題
は
長
期
的
な
解
決
を
み
ま
し
た
。

　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
井
戸
事
業
は
、
干
ば
つ
の
さ
な
か
、

住
民
に
就
業
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
も
な
り
、

彼
ら
は
故
郷
を
捨
て
る
こ
と
も
な
く
、
難
民
に
な

ら
ず
に
す
み
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
ナ
ン
ガ
ラ
ハ

ル
の
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
は
こ
の
事
業
に
と
ど
ま
ら
ず
、
一
九
九

〇
年
代
か
ら
診
療
活
動
を
し
て
い
た
山
岳
部
の
ダ

ラ
エ
ピ
ー
チ
や
ダ
ラ
エ
ワ
マ
診
療
所
も
、
ド
ク
タ

ー
中
村
の
監
督
下
で
丈
夫
な
診
療
所
に
建
て
替
え

ま
し
た
。

　
日
本
人
ワ
ー
カ
ー
と
共
に
用
水
路
建
設

		

井
戸
掘
削
事
業
に
並
行
し
、
用
水
路
事
業
や
農

業
事
業
な
ど
、
干
ば
つ
対
策
で
必
要
不
可
欠
な
仕

事
が
増
え
る
に
つ
れ
、
日
本
か
ら
た
く
さ
ん
の
人

が
ド
ク
タ
ー
中
村
の
も
と
に
集
ま
っ
て
来
ま
し

た
。
ド
ク
タ
ー
中
村
と
日
本
人
ワ
ー
カ
ー
そ
し
て

我
々
Ｐ
Ｍ
Ｓ
職
員
や
地
域
住
民
が
力
を
合
わ
せ

て
、
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
を
建
設
し
て
ク
ナ
ー

ル
河
の
水
を
ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
ま
で
通
水
し
、
同
地

Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
事
業
は
大
地
に
残
る

　　
　

　
　
　
　
　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
技
師

　
　 
モ
ハ
マ
ド
・
フ
ァ
ヒ
ー
ム

主幹排水路工事の現場監督はエンジニア	ファヒーム（2016年8月30日）
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域
で
三
〇
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
を
潤
し
ま
し

た
。
私
は
二
〇
〇
〇
年
か
ら
二
〇
〇
九
年
の
用
水

路
全
長
の
通
水
ま
で
、
ド
ク
タ
ー
中
村
の
も
と
で

こ
の
事
業
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
に
は
多
く
の
人
が
長
期
間
従
事
し
ま

し
た
。
用
水
路
通
水
後
は
、
こ
の
水
路
に
よ
っ
て

土
地
に
水
が
行
き
渡
り
、
今
で
は
土
地
の
価
格
が

上
が
っ
て
い
ま
す
。
同
地
域
で
は
人
々
の
経
済
的

生
活
に
も
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
も
引
き

続
き
Ｐ
Ｍ
Ｓ
は
ナ
ン
ガ
ラ
ハ
ル
州
シ
ェ
イ
ワ
、
ベ

ス
ー
ド
、
カ
マ
の
三
郡
で
、
水
路
や
取
水
口
、
護

岸
壁
の
建
設
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
農

地
の
水
害
を
防
ぎ
、
住
民
に
大
き
な
恩
恵
を
与
え

て
い
ま
す
。
以
前
は
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
夏
は
洪

水
が
起
き
て
農
地
が
多
大
な
被
害
を
受
け
、
冬
に

は
河
の
水
位
が
下
が
っ
て
水
不
足
に
悩
ん
で
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
ド
ク
タ
ー
中
村
が
確
立
し
た
「
Ｐ

Ｍ
Ｓ
取
水
方
式
」
に
よ
っ
て
、
今
で
は
夏
と
冬
の

取
水
量
が
安
定
し
、
こ
の
地
域
で
は
水
不
足
の
心

配
を
す
る
こ
と
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
次
の
事
業
を
心
待
ち
に

  

ア
フ
ガ
ン
で
は
こ
れ
ま
で
多
く
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
様
々

な
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
来
ま
し
た

が
、
長
期
的
な
成
果
を
出
し
た
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
な
か
に
は
建
設
し
た
も
の
の
影
も
形

も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
が
行
っ
て
来
た
仕
事
や
事
業
は

今
も
大
地
に
残
り
、
地
域
住
民
に
長
期
的
な
恩
恵

を
与
え
て
い
ま
す
。
ア
フ
ガ
ン
の
人
々
は
Ｐ
Ｍ
Ｓ

に
、
殊
に
ド
ク
タ
ー
中
村
の
ア
イ
デ
ア
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。
干
ば
つ
に
被
災
し
て
い
る
ア
フ
ガ
ン

各
地
の
人
々
は
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
次
の
事
業
を
心
待
ち
に

し
て
お
り
、
い
つ
で
も
自
分
た
ち
の
地
域
に
Ｐ
Ｍ

Ｓ
を
歓
迎
す
る
気
持
ち
で
い
ま
す
。 

  

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
国
民
よ
り
、
日
本
の
皆
様
に

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
　
　
　
　
敬
具 

▼
寄
付
を
し
て
く
だ
さ
る
皆
さ
まへ

＊
当
会
は
法
人
格
を
持
た
な
い
「
任
意
団
体
」
で
す
。

お
送
り
下
さ
っ
た
ご
寄
付
に
つ
い
て
は
税
金
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
予
め
ご
了
承
頂
き
ま
す

よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
事
務
局
移
転
の
お
し
ら
せ

＊
二
〇
一
五
年
五
月
に
移
転
し
ま
し
た
。

　
新
住
所
：
〒
八
一
〇
―
〇
〇
二
三
　
福
岡
市
中
央
区

警
固
二
―
一
―
一
七
　
ハ
イ
ツ
み
か
げ
八
〇
三
号

　（
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
変
わ
り
ま
せ
ん
）

▼
未
使
用
の
切
手
、書
き
損
じハガ
キ（
官
製ハ

ガ
キ
・
年
賀ハガ
キ
）を
お
送
り
下
さ
い

＊
引
き
出
し
の
中
な
ど
に
眠
っ
て
い
る
も
の
を
お
送
り

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
会
報
発
送
等
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
大
変
助
か
っ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、

外
国
の
切
手
は
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

2017年カレンダー

「行　路」
画・甲斐大策

同封のハガキでご注文ください
Ａ２判変形（画・7点）

定価1500円（税・送料込）

今年も恒例のカレンダーを制作します。
部数に限りがありますのでお早めにご
注文下さい（ご友人・知人へのプレゼ
ント発送も承ります）。
※代金は後払い。払込用紙を同封します

2 0 I 7 

行祁
● 甲 豊大•
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川
の
変
化

　
何
故
、
秋
に
な
る
と
葉
が
紅
く
色
づ
く
の
か
、

何
故
屋
根
は
三
角
形
な
の
か
。
生
活
を
し
て
い
る

と
様
々
に
疑
問
に
思
う
こ
と
が
出
て
き
ま
す
。

　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
で
働
き
は
じ
め
て
数
カ
月
で
す
が
、
一

番
楽
し
い
の
は
川
の
事
、
水
の
事
を
考
え
る
こ
と

で
す
。
中
村
先
生
が
ク
ナ
ー
ル
河
や
カ
ー
ブ
ル
河

と
や
り
取
り
し
て
き
た
取
水
方
法
。
そ
の
方
法
を

通
し
て
、
何
故
？
を
読
み
解
く
努
力
を
す
る
。
何

故
楽
し
い
の
か
、
こ
れ
が
取
水
門
の
作
り
方
を
勉

強
し
て
い
る
の
な
ら
、
話
し
は
少
し
違
っ
た
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
幼
少
期
、
毎
日
川
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

小
遣
い
銭
を
稼
ぐ
方
法
は
ス
ッ
ポ
ン
を
売
る
、
な

ま
ず
の
幼
魚
を
探
し
て
い
る
と
聞
け
ば
、
つ
か
ま

え
て
小
遣
い
を
も
ら
う
。

　
川
に
は
カ
ワ
ニ
ナ
、
地
元
で
は
ホ
ウ
ゼ
と
呼
ん

で
い
る
貝
が
い
ま
す
。
巻
貝
の
一
種
で
、
蛍
の
餌

に
な
る
貝
で
す
。
夏
に
な
る
と
祖
母
と
ホ
ウ
ゼ
を

獲
り
に
行
き
、
バ
ケ
ツ
一
杯
に
獲
っ
て
帰
っ
て
い

ま
し
た
。
毎
年
そ
の
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
が
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
護
岸
さ
れ
、
一
〇
〇
匹
獲
っ
て

い
た
カ
ワ
ニ
ナ
が
、
一
〇
匹
獲
る
の
に
一
苦
労
す

る
よ
う
に
な
り
、
子
ど
も
な
が
ら
に
シ
ョ
ッ
ク
で

し
た
。
な
に
か
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
。

魚
が
身
を
預
け
る
岩
穴
も
、
深
い
水
た
ま
り
も
、

岸
の
形
も
、
私
が
知
っ
て
い
る
場
所
で
は
な
い
の

で
す
。
ず
っ
と
あ
る
も
の
だ
、
こ
こ
は
俺
の
場
所

だ
、
と
思
っ
て
い
た
場
所
が
別
の
場
所
に
な
っ
た

よ
う
で
、
と
て
も
寂
し
か
っ
た
の
で
す
。

　
で
き
る
こ
と
な
ら
カ
ワ
ニ
ナ
や
魚
、
ト
ン
ボ
や

生
き
物
も
一
緒
に
生
活
で
き
る
川
で
あ
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　
カ
ワ
ニ
ナ
が
い
な
く
な
っ
た
理
由
を
考
え
る

と
、
一
つ
に
は
、
護
岸
し
た
こ
と
に
あ
る
と
思
い

ま
す
。
一
般
的
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
水
を
通
し
ま

せ
ん
。
同
時
に
養
分
も
遮
断
す
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
こ
の
場
合
、
自
然
と
の
接
点
は
な
く
な
り
、

あ
る
線
が
引
か
れ
る
の
で
す
。
幼
少
期
の
出
来
事

で
す
が
、
頭
を
整
理
す
る
と
そ
う
な
の
か
な
、
と

26

　ザ
フ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　甲
斐
大
策

　
林
檎
の
樹
は
今
夏
も
掌
に
余
る
実
を
無
数
に
つ
け
、
枝
先
を

撓た
わ

め
紅
色
の
光
を
放
つ
。

　
両
親
の
故
郷
、
ジ
ャ
ー
ジ
ィ
村
ア
リ
ヘ
ル
族
の
五
長
老
の
一

人
、
ナ
ジ
の
長
男
の
元
へ
ザ
フ
リ
が
嫁
い
だ
三
十
年
前
、
婚
礼

は
大
太
鼓
の
響
き
と
銃
声
に
包
ま
れ
、
全
て
の
嫁
ぐ
娘
達
と
同

じ
く
ザ
フ
リ
も
、
涙
に
く
れ
つ
つ
未
知
の
酷
刑
を
待
つ
の
に
似

た
恐
怖
に
自
失
、
林
檎
の
樹
の
有
無
な
ど
は
記
憶
に
な
い
。
た

だ
そ
の
時
、
暗
い
控
え
で
披
露
を
待
つ
ザ
フ
リ
の
元
へ
義
母
が
、

黄
色
の
香
草
を
添
え
た
搾
り
立
て
の
林
檎
汁
を
満
た
し
た
鉄
の

コ
ッ
プ
を
運
ん
で
く
れ
た
。
そ
の
汁
は
ザ
フ
リ
の
胸
の
奥
ま
で

を
潤
し
、
以
後
、
林
檎
が
色
づ
く
度
に
、
そ
の
時
の
安
ら
い
だ

一
瞬
を
想
い
出
し
て
き
た
。

　
ザ
フ
リ
の
父
は
、
カ
ー
ブ
ル
の
タ
ク
シ
ー
運
転
手
だ
っ
た
。

旧
市
街
の
小
さ
な
借
家
で
生
れ
、
旧
ソ
連
軍
の
侵
攻
を
遁
れ
て

ジ
ャ
ー
ジ
ィ
村
へ
向
う
迄
ザ
フ
リ
は
借
家
周
辺
し
か
知
ら
ず
、

ま
た
、
連
日
空
爆
を
受
け
て
い
た
村
で
の
滞
在
も
叶
わ
ず
、
祖

母
、
両
親
、
兄
、
妹
の
一
家
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
側
へ
流
出
、
コ

ハ
ト＊

の
難
民
地
区
へ
流
出
す
る
。
ザ
フ
リ
は
十
二
、三
歳
だ
っ

た
。
十
八
歳
で
結
婚
、
三
児
を
失
な
い
二
児
を
得
る
。
そ
の
頃

コ
ハ
ト
で
父
が
他
界
、
し
か
し
葬
儀
へ
の
参
加
も
墓
参
も
果
た

せ
な
か
っ
た
。
ド
バ
イ
へ
出
稼
ぎ
中
の
兄
の
帰
国
も
叶
わ
な

か
っ
た
。

　
カ
ー
ブ
ル
は
騒
音
と
臭
気
、
ジ
ャ
ー
ジ
ィ
村
と
脱
出
行
は
爆

撃
の
恐
怖
と
乾
き
、
コ
ハ
ト
は
想
像
を
超
え
る
酷
暑
と
飢
え
の

記
憶
を
ザ
フ
リ
に
残
し
た
筈
だ
っ
た
が
、
そ
し
て
常
に
高
低
は

兎
も
角
、
泥
塀
が
ザ
フ
リ
と
外
界
を
隔
て
て
自
由
と
は
無
縁
の

人
生
と
思
わ
せ
て
き
た
筈
だ
が
、
今
、
ザ
フ
リ
は
亡
父
と
母
に

倣
っ
て
敬
虔
な
祈
り
を
欠
か
さ
ず
、
長
老
家
の
女
主
人
と
し
て

笑
顔
を
絶
や
さ
な
い
。

　
こ
の
日
、
兄
は
ド
バ
イ
で
二
十
六
年
間
蓄
え
た
資
金
や
物
と

共
に
、
老
母
他
の
一
族
を
率
い
て
村
に
戻
る
。
泥
塊
と
化
し
て

い
た
実
家
の
再
建
に
か
か
る
。

　
＊
ペ
シ
ャ
ワ
ル
南
方
三
〇
㎞
、
旧
街
道
の
要
衝

◎
ワ
ー
カ
ー
通
信

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
初
仕
事

  
―
―
自
分
た
ち
の
仕
事
が

　
　
　誰
の
た
め
に
、
何
の
た
め
に

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
事
務
局
・
Ｐ
Ｍ
Ｓ
支
援
室
・
現
地
連
絡
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
　
達
也
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思
い
ま
す
。

　
現
場
で
蛇
籠
を
見
て
き
た

　
現
地
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
滞
在
は
短
か
っ
た
の
で
す

が
、
ク
ナ
ー
ル
河
を
み
て
、
カ
シ
マ
バ
ー
ド
堰
（
ベ

ス
ー
ド
第
一
堰
）、
沈
砂
池
、
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
ク

リ
ニ
ッ
ク
、
ガ
ン
ベ
リ
農
場
、
マ
ド
ラ
サ
、
学
校
、

ミ
ラ
ー
ン
堰
、
カ
マ
堰
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
現
地
滞
在
は
数
日
で
し
た
が
、
二
つ
の
事
に
触

れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
一
点
は
、
現
場
で
も
事
務
所
で
も
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
の
良
さ
を
感
じ
ま
す
。
自
分
た
ち
の
仕
事
が
誰

の
た
め
に
、
何
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
僕
は
教
え

て
も
ら
っ
た
の
で
す
。

　
も
う
一
つ
は
護
岸
工
法
で
す
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
で
は
用

水
路
は
蛇
籠
で
、
大
河
川
ク
ナ
ー
ル
に
は
巨
礫
で

護
岸
し
て
い
ま
し
た
。
安
全
か
つ
長
い
間
機
能
し

続
け
る
工
法
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
生
物
に

と
っ
て
、
ど
ち
ら
も
隠
れ
処
が
あ
り
、
大
小
様
々

な
生
物
が
生
息
で
き
る
の
は
想
像
で
き
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
人
の
手
が
加
わ
っ
て
も
な
お
、
陸
と
川
に
接
点

が
あ
る
の
で
す
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
な
い
か

ら
陸
地
の
土
か
ら
川
へ
の
養
分
が
遮
断
さ
れ
ず
、

ま
た
植
物
も
根
を
伸
ば
し
川
か
ら
水
を
摂
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
本
来
、
川
辺
に
は
葦
な
ど
が
生

え
、
根
が
張
り
め
ぐ
り
小
さ
な
生
物
が
生
息
し
ま

す
。
昆
虫
も
い
れ
ば
蟹
も
、
亀
も
、
魚
も
、
鳥
も

生
息
す
る
も
の
で
す
。
私
は
蛙
で
は
な
い
の
で
真

意
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
私
が
蛙
な
ら
嬉
し
い
と

思
い
ま
す
。

　
中
村
先
生
が
、
ど
の
よ
う
に
河
や
自
然
と
人
の

生
活
を
結
ん
で
い
る
の
か
を
学
習
し
、
考
え
、
予

想
し
、
答
え
合
わ
せ
を
す
る
。
合
っ
て
い
れ
ば
勿

論
嬉
し
い
で
す
。
自
然
を
読
み
解
こ
う
と
す
る
。

そ
こ
に
楽
し
さ
が
あ
る
よ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

▼
現
地
活
動
を
紹
介
す
る
パン
フ
レッ
ト
を
お

送
り
し
ま
す

＊
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
活
動
を
ご
紹
介
さ
れ
る
と
き
に

お
使
い
い
た
だ
け
る
も
の
で
す
（
払
込
用
紙
が
つ
い

て
い
ま
す
）。
ご
希
望
の
方
は
遠
慮
な
く
事
務
局
に

お
申
し
越
し
下
さ
い
。
な
お
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
会

報
等
は
受
け
取
る
意
思
の
あ
る
方
へ
の
配
布
を
原

則
と
し
て
お
り
ま
す
（
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
等
は
行
わ

な
い
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
）。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は

Ａ
３
変
形
を
四
折
り
し
た
も
の
で
、
長
形
の
定
形

封
筒
に
入
る
カ
ラ
ー
版
で
す
。

ジャララバード事務所でジア医師や現場監督、会計職員たち
と昼食を摂る東ワーカー（左から2人目）

医者、用水路を拓く
アフガンの大地から世界の虚構に縞む
中村哲用水路建設事業の7年をつづっ
た感動の記録 【5刷】1800円

辺境て診る辺境から見る
【5刷】 1800円

医者井戸を掘る【12刷11800円

医は国境を越えて【7刷】2000円

ダラエ•ヌールヘの道
【5刷】2000円

ペシャワールにて 【8刷】1800円
---------------------------------

アフガン農業支援奮闘記
高橋修・編著 2500円

聖愚者の物語
甲斐大策 1800円

福岡市中央区渡辺通2-3-24
石風社電話092(714)4838

人は愛するに足り、
真心は信ずるに足る
アフガンとの約束 2000円

中村哲／澤地久枝（聞き手）
東京都千代田区ーツ橋2-5-5

岩波書店電話03(5210)4000

天、共に在り
アフガニスタン三十年の闘い
中村哲 1600円

NHK出匿竺都渋谷区宇田川町41-1
電話03(3464) 7311 

価格はすべて本体価格（税別）です
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会
　
　
　
則

①
本
会
の
名
称
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
と
す
る
。

②
本
会
は
、
中
村
哲
医
師
の
パ
キ
ス
タ
ン
北
西

辺
境
州
な
ら
び
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
医
療

活
動
な
ど
を
支
援
し
、
必
要
な
情
宣
・
募
金
活

動
と
と
も
に
ワ
ー
カ
ー
の
派
遣
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

③
本
会
は
、
思
想
・
信
条
に
と
ら
わ
れ
ず
、「
支

え
合
い
」
の
精
神
で
一
致
し
て
会
を
運
営
す
る
。

④
会
員
は
年
額
三
、
〇
〇
〇
円
、
学
生
会
員

一
、
〇
〇
〇
円
、
維
持
会
員
一
〇
、
〇
〇
〇
円

の
年
会
費
を
納
入
す
る
。

⑤
会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
可
能
な
範
囲
で
、
自
ら
創

意
工
夫
し
て
自
由
な
や
り
方
で
支
援
活
動
を
行

う
。

⑥
本
会
は
会
報
を
発
行
し
、
会
報
を
通
じ
て
活

動
を
報
告
す
る
。

⑦
本
会
は
若
干
名
の
理
事
、
監
事
を
選
任
し
、

会
の
運
営
を
行
う
。

⑧
毎
年
一
回
総
会
を
開
き
、
事
業
お
よ
び
会
計

に
つ
い
て
報
告
す
る
。

⑨
本
会
の
事
務
局
を
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ

（
〒
八
一
〇—

〇
〇
二
三
　
福
岡
市
中
央
区
警

固
二—

一—

一
七
　
ハ
イ
ツ
み
か
げ
八
〇
三
号

℡
〇
九
二—

七
三
一—

二
三
七
二
）内
に
お
く
。

●
事
務
局
長
便
り

＊
現
地
事
業
は
、
中
村
医
師
の
報
告
に
も
あ
り
ま
す
よ

う
に
「
緑
の
大
地
計
画
」
の
仕
上
げ
に
向
か
っ
て
進
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
仕
上
げ
で
あ
る
と
同
時

に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
全
土
で
の
Ｐ
Ｍ
Ｓ
灌
漑
方
式
展
開

に
向
け
て
の
準
備
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
布
石
と
し

て
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
で
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
日
本
海
外
協
力
機
構
）

と
の
共
同
事
業
も
継
続
し
て
お
り
ま
す
が
、
灌
漑
技
術

の
定
着
と
全
土
拡
大
の
た
め
の
人
材
育
成
の
研
修
所
建

設
を
Ｆ
Ａ
Ｏ
（
国
連
食
料
農
業
機
関
）
と
の
共
同
事
業

と
し
て
着
手
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
　

＊
現
地
事
業
を
支
え
る
た
め
の
Ｐ
Ｍ
Ｓ
支
援
室
が
発
足

し
ま
し
た
が
、
七
月
に
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
東
、
浦
田
の

両
君
が
初
め
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
訪
問
、
現
地
ス
タ

ッ
フ
と
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
ま
し
た
。

＊
九
月
一
〇
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
Ｅ
Ｔ
Ｖ

特
集
で
「
武
器
で
は
な
く
命
の
水
を
〜
医
師
・
中
村
哲

と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
」
が
放
映
さ
れ
、
大
き
な
反
響
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
放
映
で
、
初
め
て
中
村
医
師
と
現

地
事
業
を
知
ら
れ
た
方
も
多
く
、
い
い
意
味
で
「
シ
ョ

ッ
ク
」
を
受
け
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
ア
ン
コ
ー
ル
放
送

が
決
ま
れ
ば
会
の
Ｈ
Ｐ
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

●
Ｐ
Ｍ
Ｓ
支
援
室
よ
り

　
現
地
の
ド
ク
タ
ー
ジ
ア
か
ら
現
場
の
作
業
状
況
の
写

真
が
届
け
ら
れ
る
。
八
月
に
は
Ｐ
Ｍ
Ｓ
が
手
掛
け
た
各

地
の
堰
の
状
況
と
共
に
珍
し
く
畑
や
人
々
の
様
子
、
バ

ザ
ー
ル
の
変
貌
な
ど
が
届
い
た
。
目
を
皿
の
よ
う
に
し

て
バ
ザ
ー
ル
の
様
子
を
み
た
。
ト
マ
ト
や
玉
ね
ぎ
、
ナ

ス
、
葉
物
、
メ
ロ
ン
な
ど
溢
れ
ん
ば
か
り
に
村
の
八
百

屋
に
置
か
れ
て
い
る
。
路
上
に
も
並
ん
で
い
る
の
を
見

て
胸
が
詰
ま
っ
た
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
が
二
〇
〇
〇
年
に
緊
急
対

策
と
し
て
飲
み
水
用
井
戸
掘
削
を
始
め
た
頃
、
作
業
地

を
分
担
し
現
場
に
泊
ま
り
込
み
で
働
い
て
い
た
蓮
岡
・

目
黒
・
中
山
ワ
ー
カ
ー
達
か
ら
、
パ
キ
ス
タ
ン
側
の
Ｐ

Ｍ
Ｓ
病
院
に
「
野
菜
が
な
い
の
で
ピ
ー
マ
ン
や
ナ
ス
等

を
送
っ
て
く
れ
」
と
リ
ク
エ
ス
ト
が
あ
り
国
境
ま
で
何

回
も
届
け
た
事
を
思
い
出
し
た
。
一
方
、
彼
ら
が
井
戸

作
業
を
し
た
ア
チ
ン
や
ロ
ダ
ッ
ト
ま
で
は
ま
だ
Ｐ
Ｍ
Ｓ

の
灌
漑
事
業
は
及
ん
で
い
な
い
。
こ
れ
か
ら
始
ま
る
人

材
育
成
計
画
に
力
を
注
ぎ
た
い
。

○ぺ
村
か
ら—

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

♪

　
事
務
局
の
お
手
伝
い
を
始
め
て
一
年
半
が
経
ち
ま
し

た
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
支
援
室
、
そ
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な

さ
ん
の
仕
事
に
対
す
る
真
摯
な
姿
勢
に
接
し
、
自
分
は

役
に
立
て
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
自
問
自
答
を
繰
り
返

し
な
が
ら
、
一
歩
ま
た
一
歩
と
こ
こ
ま
で
き
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
事
業
を
大
き
な
機

械
と
喩
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
裏
に
は
、
事
業
を
支
え
る

歯
車
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
大
き
さ
や
形
は
違
え
ど
も
、

そ
の
ひ
と
つ
ず
つ
が
重
要
で
あ
る
の
だ
と
感
じ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。
ま
だ
ま
だ
新
参

者
で
す
が
、
過
ぎ
し
来
し
方
に
思
い
を
致
し
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
も
錆
び
る
こ
と
な
く
回
り
続
け
る
歯
車
に
な

り
た
い
も
の
で
す
。（
Ｙ
Ｒ
）

総
会
、
現
地
報
告
会
は
、
原
則
と
し
て
毎
年
六

月
第
一
土
曜
日
に
開
催
い
た
し
ま
す
。


